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窒 化 鈴.の 潜 晶 に 就 てl

(可和93年明 相 安息)

倉 見 元 木 武 一 *

Ⅰ 緒 音

感雑費見せられたる勅 封掛よその故多きも

糸遊及使用上申見地よ5現在土兼用雷管に使
用可能 なるもの臥 ､爾来,垂化乱 及 レグ

ル5'y.鉛等政種を政へる,(こ過ぎや｡ 此の三
種の起爆蕪は各々特我を有 し,その使用方面

に職雑 を有すれt･も,その中豊 此鈴杜起

.偵力最大 にして官東の約 10倍の威力 を有し

エ尭用雷管の起爆剤 として痕俊秀なるもので

中るが,唐披感度飽 轟なるi,裁造血に取故

中爆舞の危険多 く,鹿本乾多o轟故を生起せ

る溝弗の使用範囲欺き嫌ひあり｡故にこの原

因を除虫する烏勤 ヒ鎗申各種給血に開 し研究

し,性能成長にして安定なるa型舞曲の多丑

生産を計6-ん とす｡安静捨鼎は鳥E,細面極

めて多 きも大部分は之を省略し.婁鄭のみを
紀赦せD｡

宝此鉛の結晶は他の起爆覇と典5,斜方晶

系に恩する安東なるa型緒晶と単科結晶系に

届 する不安定TIる'B型緒晶の2唾額存漉す｡

a型持晶は斜方晶系rE鳥する多面体の安定

TSる結晶にして,FrJul.kDoughsMiieS氏
(Jot-doftheCheAlicdSociety 1931)

が ⅩraySpe3trOn!eter を用ひて求めT=る

結晶模型は図1推 して結晶軸の此は･
A:も'.C=0.586:1:･1.435

" .宣告 欝 硝 冨讐151% 細 し｡
C=16.飽Å

卑し嘩 もの容鎖は 122-3.TA にして由一結

晶は12佃の分子を含み各分子間の鍵無･.辛02,83SA,比定牲4.71TSboa塑結晶妊そ

の位故想するも何等襲他を起すこ

となく,暗所に聴けば長期間貯蔽するも何等辞化

を謎めす｡β型籍晶は単斜晶系に屠する平偏なる結晶 t=して片品焼型は国2.にして籍晶軸

の此は:&:b'.a-0.578

:1:1.99.･3な少左謂 の各警
認 諾 錦 Lc=17.69Å

凪 之角Bは 帥049'l

こして単一結晶は8佃の分子を含み此重は4.93
Tsか｡飽 捨晶は光線を避けてi冷所に貯蔵せ

t増 此することなく,東大なる輸免を作 は

糾 ､刀等にで卑断するも何等襲他を起すこと

なく,安定なれども,改定を高めタは散等b

噸 丑にても共存せば-容易にa噛 晶へと草地
す｡且2600Cに放け.1る甥週給晶の舟解凍齢 まa

型緒晶の約20倍大なるを以て

β型は一部分に分解を生起せば容 ･易に棒哲
へと帝捗する魚 一般に不安定 と阜倣 きる｡故

に安重なる方法に依 り横型沌5由立方体のα型

籍晶のみを多血生産 し得れば,従来の問虜を

一歩に解決する串可能なるを臥で第-段 とし

て尭化鉛各種緒晶の生成煉件を求めた5｡

Ⅱ 各種輸亀甲生成佳件聾化鉛は

普通蛮地甘港若 くは窒化水素酸の水砕液に倍

散鉛叉は榔殴鉛の水挿荻を加-て複分解を行

へば生成すれども反感陳件に従DL外形を典にする各種

の結晶を得た5｡但 し反感陳件を一定にする鳥反感液の鑑定旺16-
200Cの常温に放て各慈濃



叉木=忠 佃 虫 ○ 括 曲 に･放 て

(イ)セ7177ン牌 品

濃託0.3a/V以下a)鮒 を静に投坪し
つつ,之に.2-5dj4'の宝it;曹達溶液を除JQ･に

加ふれは最初液は乳濁して沈霞を生ぜざるも

故分後には葉状の軽き籍晶を無数に生成す｡
此の缶晶は凍て無色透明T3る厚味0.'pOl耗軽

度の虐めで帝を帝林の七TZ77ン轍 の片品
.忙してⅩ線名武に伐る結晶系調査の結果之は
β型緒晶TSD｡･之をセTZ_771/鵜結晶と命名
す｡

此のセロ_77-/欺結晶を嶺歓費にて境大や
ば圃3.Aに示す如 くその周遼 こ滑うて小さな

異動結晶の鼓が齢在す｡之を其の任故覆せば

83

時,又は温まを上昇せLtpる場合には辞化密
度著しく促進せらるるを以て,特tこ散発如ま共

存せざる如 く注意する嬰あb｡

窒化鉛瀕適時南軍なる辞液を使用して反庇 .

を行へば反感後砕液中には取が存在する名,
母痕より析出せるβ垂緒晶は雌の常に俵 か急 ･

盛ビα塑結晶に巷酎ヒする辞鼎髄 を起す危険
多き･を以て硬分解によ5射 ヒ鉛を超逸する盤
合には結晶生成後母液は速やかに分散したる

後結晶は充分に洗練L酸を充今に除去するを
･婁す｡従木製適時屡々榛費を生起したるは圭

として緒晶の取除会が不充分TSbしき削こ原箆
するものと息はる｡‥

異型の辞晶壕は衣静 こ成長し,セf7フアン枕
絵晶は次第に偉蝕せられて,一時間後には院

3･Bた示す鉄率を点す｡侍その鰻改定
せば異型の緒晶稜はセT

77丁ン耽結晶を喰ふが如 く禁 警 警芸義認 ミ̀諾 ･LCif慧
誓言異型結晶のみを硬す｡此の異型結晶は前

述のα型の模型に類似し,Ⅹ線拓馬に葬る籍晶
系醜充の綾果之はa型結晶なか.即ちβ塾の
セロファン就籍晶はその偉放思す■る串に俵

か次号掛こ畢形して最後には憩で立方体中α型

結晶に袋形せ少｡ .之は全く新 しき反鹿

にしてβ型給晶はα型結晶に費化し易き事を実
際に確認し得た5｡命七t･テ7-/秋結晶の
生成は反感lニ臨床する三尊索BPも九 敵 及

蛮地曹達の主成分系に放て水分が99.6
yq以上を有する等を轟封必要陳件とする貴

之は穂薄溶液親の反感である○生成せるセ

Pフアン･妖籍晶はプレートの上に,思いで上方よも歴輸するも

破凄せらるる事なく又水と共に鈍く塊坪す尋

も爆聾を生起する串無声を以て.この種の純粋
なβ型結晶のみにでは勧告に安定Tsる事を霞
む｡又七t.フアシ妖結晶のa塾結晶への筆

牝速度は,水のみの存在に於七は極めて蓮きも

酸が存在するヽ 尭化骨達の

代 5忙変化水素酸を使用す~るも,水分多

等静には同館セT･･.ブアン就籍晶を得らる｡

(tZ)十字型結晶席散鈴の10クを粋狂

locot=変化官速め26･D/P溶液
60ccを加ふれば白色審状の洗濯物を生

成す｡之を細微鏡下に嫉大せば,匝4.Aに示
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l二直線 と鳥b角を生 じ菱形に近づくも

結晶の厚味は億挿し｡二日目から旺

次第に原 点 の厚味を増加し,三日後には降4･I
)に示す如 く変形は六角形に近づき緒晶境界

面の黒色部分増加に俵 b坪味の増加せる串を

認tTò緒晶は文に袋形を繊行 し五E3後には図4.Et=

示す如く先金に立方体のα塑模型に孝形す

○以上0各飴晶質形

は毎日之を薪雌 鳥苑に瀬野せ Lが園4･は炎

の代鼓として名園せるものTSか｡尭成せ

る立方体の結晶はⅩ絶島屈胴衣の捨典a型結晶な少｡之はヤt･フ

アン放線晶の変形 と典り外形を鼎 こするα些結晶間の袋形に

して･長初a型結晶が異常

の方向に成長して_生成せる十字形結晶が庶政鉛の飽和琴液Lこ夢
解すると同時に各結晶軸聞lニー按なる生長

智行ふ結果,模型に示す如 き立方体のα型結

晶に許形せるものと思考す｡此の琵形速度は

席敢紛溶液の批 小なる泉過し｡又密酸

鈴音絃中に少丑の庶酸を加ふれは,夢形遊

戯は更に促進せらる｡但 し液畠を上昇せしひる

事は襲形速度を促進すれども,史化鈴の一

部が溶浜中に幹解 しβ型結晶の祈出す_る較

昏あるを以て不可TLD｡袋形後のa垂結晶は



叉木 三党 4B 鉛 b 軸 曲 r_ 裁 て

場合にも同様ゴム状鎗晶を生成す.BP切要酸

鈴tこ封 し,反感計耳丑より過剰の変化官途を

使用する韻合にゴA耽結晶生成せらる○Ⅹ境

港展に依る時晶系調査の鈷兵ゴA軟結晶はa
蜘 なか.
此の結晶を倍散鈴の飽和溶液中に放思せば

薙庇避きも女帝に替形し,一週間後には横型

に近き立方体のa垂結晶と~なる｡

(吹) 銀歯 耽持 晶

.以上の文政は観て常温に放て行ひたるも次

に埴鹿を上昇せしめて箕験を行ひたho匂Iも

杏 .･t6･30Cに加温せる5̀好の脚 液と堺
の強化甘建溶液とを反感せしめ,沈霞物を荘

過 したる職 を少丑ビーカーに入 れ斡 肯 中

にて掛 Itこ故冷せLに300C附近 よ か薪結

晶を析出し,常泡(lS.C)に重5きく

の沈覆物を生成せb｡こ･0箕助五回の中

一回は放冷中.自然耀費を鵡し,ビーカーは粉

砕 し1=古も紐執 こは扱事を潜めざらき｡

伐て爆壊せぎbL沈襟物を顕微 鏡 に て粥丑せる

に圃7,に示す如 く鋸歯状 の無色 透明TLる糾合
に厚味を有す.る結晶にして井の大きさは十字型

緒晶の約20倍に曲者し嶺めて大なb(耽
溺良2-3耗)｡此の大T3る結 晶 はⅩ放名馬
の治具β璽鎗晶t'=して井の脚に小さTSa型捨品鮎我す｡之は一皮生成せるβ塾給

血がa型結晶に襲化せるものな ら ｡跡も母液

よb析出する鎗晶中にはβ璽結晶が存在･L,

之がa蛮鈷晶に襲化する速度急なbL鳥自

然物 を生起せるものと思考す｡故に助逃せる

如 く軽分解に於て蚤化鉛生申後吋 共存せばβ遡飴晶を生成 し之が酸の存在tこ

供 りa垂結晶へと免故なる捷化を起す結果燦費を

起す危除あるを以て超過改称液を速やかに除

去するを要す○之が安生TSる顔進法の要鮎である｡

Ⅱ･争覇辞晶の性能繊 ･各穂結晶中a型

緒晶,十字型結晶,｢ゴA｣鵬 晶の代衷緒晶に

付各種就験を行ひたD｡以下各相

成倍の辞釦のみを示す｡(イ) 変●色 釈 放

曳化鉛の鎗晶を6
時 間日光に直射後純度をI湘定して純度低下よ少辞色革を衣はせる成鍍

l 38下肥の如くa塾

緒晶庇小にして厚味蒋き十字型鎗晶放大な

5｡a型緒 晶

貸色申 9;8%ゴム状緒晶

16.7%十字型結晶 23.
19CBPも堤色率は結晶o厚味に略比例

す｡(I,) 純 度 醗 験Thle!e港に礎ひ丸まを
測定せatこ何れも99.6%にして成鵡

良好な少｡(〈) 萄 火 釈 翰･簡単TEる帝大親船 にして長さ1米の釣捗

先埼l=轟付けた.る洗片上t=庖少丑(P .05
g)の訳解を乗せ-'-ナーにで静かに加熟せL

に何れも烈しき燦菅を立て.T尋火し登典を毘め

す｡(き1 落亀 感度鮮魚飲料約01023grを雷管盃 (鰭 )に塵押し

,上部よ5669gの落血合落下せ

しめ,各落拓に付10菅宛統験し克棲鈷及不

燦鮎を求め1=るド,何れも尭壕鮎480掩,

不燥鮎230粍にして各結晶間に裳典を罷切や｡

Ⅳ.α塾良化給の多忠生密漁前

述ID各私淑政に於でa型紬 に於でα週給晶は井の性能掘

めて良好なる成鞭を示 し1=る;5･以で,

之のみをエ集約に多丑生産する辞に成功 し得

れば,蛍化飴の性能は著 しく向上せられそのエ薬的利用

の範囲も著 しく拡大せらる

べし｡故にその日的に拾

う如 く各柾賛助を劫行せる緒森永の方法を尭成しエ喪的
生産に成功し得た5｡包Iも固8∫Lこ示す如きiE僅6

9患.高さ8鴫 の下部皿錐形

の不餅初演反感昏空中qt に150C

D水を8分日程入れ羽根モ･有する木棚 坪椴に

て毎分 100回緒中退皮にて水を撹拝し

つつ,渦度160Cの酪酸拍6%溶液及史
化骨建2%幹液を各別のE)より1分間100滴の削合にて滴下せLtrれば,政初は沈

津を生成せざるも6分後には液一面に白濁し居れ
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壬は･ エ 希 火 築 傷 曾 接 辞 9巷 妨 1雛

は 哉塾類似の立方体α琴 曲なか｡との
･反感は虫化甘地と卿 と鉛が水中に滴下せられ

7=る野合,反藤波は水の矧 こ縛められて稀薄
蒋波間の反感を起して七.,フアン欣韓晶生成
され:次に液の桝 に供少β塾結晶よba
塑結晶への津形が行はるるも水多き薦全体と

しで急激TSる反感を皇する布TSく除Aに党移
行はれ緒晶軸の各方向に均一なる結晶の生長

行はるa'給叔模型勅似の立方体のa垂措晶を
盛擁吋に沈澱する-ものと息寄せらる｡

沈澱せる給血はサイフォ･/を利用して外部

に取出し鵡布上に約めて母辞を封 か永洗せぼ
洗聴妊充分に行はtl作免安生にして理想的の

潜晶を薙鎌崎に絡ら古｡文に反感執 二次を加

へて反唾液を滴下せば銀5進 し沈琴 を得 ら
る｡一回約-時間の推集にでa型鎗晶的BOOoT
々生産すb

反感は故百回行ひ1=るも簸て危陰なく行は

れT:り｡特に反感途中の放況t=七水中煤雪を

行ひたるに,水を上恥 =飛ばすのみにで反感
執 こ典常を生せす.肋項の性能紬 に使用せ

るa型終曲は以上の方法にで出 したるもの
を使用したる撤収lこして成俄極めて優秀な5

漸 くして立方体のa型持晶をエ桑的多鹿生産
する串に成功せb｡

次に東Lこ鈍感なる給血を超過する目的を以

て上地の反廠辞中に水の代いこく好のゼヲチ
･/溶液を使用′し冊と同一方掛 こて反感液を滴
下せり｡沈潔せる給血を見るに,立方体の a

些緒晶は｣･側宛完全lこゼタチ･/にて包まれ重
体 として球状を点し極めてさらさらしたる結

晶にして取故機めて容易なものとなれ む｡感
/ 皮 相 の鎗果此の始点の不蟻掛よ450托,先

偵鮎800粍以上にして落拓は前述の立方体a
型措晶の約2倍l=して虐めて鈍感TSb｡織之
をエ能管昏及成魚留守に装堺 し,蓉火紬 を

行ひたるに何れも先棒せり.

蛮化鉛を使用する雷管は田夫 と異5荷車に一
俵b萄火せLtrる使用法は無く,･必1･火メ創二

億b硬火せLtrろ布を必嬰とする鳥取扱安生
の見地上か衝撃及摩擦感度は出氷る限b鈍感

にして火鳩に依 り克暢する与野す｡此の見粕

よbゼラチンにて包まれたるa塑結晶は極め
て理想的のものなD｡

且反感は迎按的TSるを以て多食生産可能忙

しで地粒噂の必辞なく批 極めて安重な5 ..

エ典官僚若くは聴執宵管用史化鉛として虐め

て克重なるもbを絡T;♭｡

倫変化鉛は光線に伐b給血の衣両が分解す
るを以て上述のゼヲチ･J榊 の中に赤色色素

を混入せLに赤色の球欣盛化鉛が縛られ蝕傭･
-は上述の球状盛化鈴と同様にして且光線に俄

か分解を受けざる盛化鈴を樽1=少｡

V.括 洩 .

1.尭化鉛の結晶には斜方晶系に屈する安定

なるa塾緒晶と単斜晶系に凪する不垂足な

るβ型緒晶とあ5｡
2. 感化甘連と盛化鈴との枚綿 に伐か由化
鉛を虫造する際o反感陳伸を掛 ヒせLtrろ
布に俵5外形を典tごする七I77.･J状.木

の菟耽,十字型, ゴA 秋,及銀曲状pS
種類の給血を得T=5｡

3. 度酸鉛,豆化甘建.及水の三成分系に於
で水が99.6%以上0歩合には無色透明なる

嶺めて蒋き帯状のセ FI77I/牌 晶を生成

し之はⅩ舶 虞の撤兵β些給血TLD0

4. セt'77･/枕給血を井の位放放せl槻

lこ変形して-.E]我に.は立方体のa垂結晶と
7'=る｡

6. 倍酸鉛砕波の浪妊3%以上のものを使用

する場合には十字貌 姉 を生成す｡この総
点はa璽鎗晶T3れども給血周囲に勿 b込み
多き十字型を星する名玉に碕舟し易く取扱

不iWr.ち0
6. 庶酸鉛砕波の浪定3%以下にして且享成
分系中水分が99.6%以下の場合には木の我

就結晶を得｡之は内称 こ鮭歯多きα理絵晶

にして雌かの歴力にて蓉Brに粉砕され取扱
上不便TEb｡

7. 勧 癖 計弊丑よか過剰の感化甘越を使
用せぼゴム款緒晶を生成す｡給血は虐めて

小さく且形款不規則の烏互に坪井 し易く東
亜不便な5｡

8. 十字型鎗晶汝に才A欣結晶を虎酸鉛の飽

･卸溶旺中に故放せば次雪柳=顔形して一週偶

後には立方体のa塾緒晶に毒酎ヒすれども木
の葉就籍晶は袋化せす｡

9. 600以上の反舷液にて枚分僻を行ひ沈澱

物を埴ia.したる後秤液を故冷せるに常温に
於で多故tl)坪味を有する大き液銀歯臓 晶

を絡7:l｡之はβ塾結晶にして並やかにa
型鎗晶に襲形する盛栄助5回の中1回自然

爆変を生起せZ)｡故l=反藤後の母液は反噂

後逸やかに除去するを穿す0
10.上に得たる各唖格点の性能を調査せるに
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立方体のa塾措晶は放任秀な5
11･立方体のα型蛮化鈴をエ龍的多丑生産す

る執 こ成功せ5｡釦も反感蓉中に水を入れ

之を塊挿しつつ5%庶政鉛溶液と2鰯 財と
曹達液を各別の口上51分間100滴の割合

t:て滴下せば立方体あa型緒串を甲虫鰍 =
生産する串を得｡

12･上の反感に於で水のft少に5%のゼヲチ

＼ ･

37

ン沖液を使用せば立方体のa型紛晶がゼラ

チ.<にて包まれたる球状の者晶を得1:5d.

此の璃鵬 点は種木のものに此 じ感度著し

く鈍感にしてエ兼官管用蛮化鈴として理想
的のものなか｡

伺ゼラチ-̂溶液中に赤色色素を加ふ

銀に俵b分解困難なる赤色球根 化
らる｡

′

/
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海 外 の 九 重 研 究 情 報 (抄銀)

-太平洋戦争中重く知られなかつ7=海外〇倍

職は;戦後米国占領軍歯周の理解ある好走に
よって滑られた甜情報により消息を得T:｡こ

こl芋その一部を籍介する｡･恭し一一その原敬
によったのではなく,-''chem.Ab血 ct執 こ

よったものが多いから,換って判断している
渉も歩くないことを恐れる｡蛾 は専ら東大
難波助教授の努力によるものであって,同氏

の夢t=感謝の意を衣する｡

管罪 の牽火出は古木多くb著者によって
軽 の々伍が蓉衣されている｡その一つ最低0

温ま13㌢Cは1895年 Hditm 氏の謎めT=も

の-1歴史的l羊有名である｡官乗をこの姐慶以
下や加熱すると,一般に帝発色の物質とTSb

夏tこ高現生においでも塘菅又旺分解LTShこ

とも周知の事柄である｡P.Y.･NarayamA氏

(ctxrrentsei.壁,313-15,19払)は9613士
0.卑%純度の管衰 0.1gをIOOO及旭 00で加熱

して分解敢噂を研究しT:｡この耳段によると
その就料から費生したガスの全容痕は軽甲状

瀬で5.21士0.4ccであって,これは密乗3

欝 芸 一

モルにつき2モルの戴埠が牽生したことに粕

曹する｡なおガス生成物の分析は COl:CO
が3･:1の割合に混合し,固碑球蛭は褐色の

輝かしい結晶で鞄 の合有丑は77,57士0･野
であった｡この茸脚 から著者は次の過程
を想定した｡

3Hg(ONC)I-(丑合)→王Ig3(PがIG)3-
(分解)-->I/,鞄BOIGNl'+3/.孤 +l/iCO

HgoO.ChN12には'.Merctlricpy紬ftllminAte
又は hnghZLnSPYrOfulminの呼称を典-7:
那,この政敵盤の計辞俵は㍗･77%で,さき

の安静位とよく一致している｡

電束の分矧 ;閲LTpL･aCarl氏 (T･Fr･
弧klinhat.giO,149-'69,･Ⅰ恥各)は薪らしい

見解を敬寂しf=d官未は純粋状撒<つ くJられ
ることはなvt｡袋過の際も分解の場合も不純

物が同姓となる｡例へ恕淡銀の摘酸辞液のft
!=こ純桝 を使ふと,CJLOHとの反感
は 60oC以上に長時間おかねば起らない｡又

500Cで臓 するとき不純物の盤が増加する

につれて分解は促進される｡これらの串資は




